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Ⅰ．論　 文　 等



生涯学習と社会参加

藤　田　昇　治

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　「社会参加」をどのように捉えるのか

　１．「社会参加」のとらえ方について







　２．ボランティア活動支援センターの在り方について



Ⅲ　現代社会における「社会参加」の展望

　１．最近の社会状況ー「無縁死」が増大する傾向にあるということー





　２．「社会的排除」の深化

Ⅳ　生涯学習と「社会参加」―「個人」の「学び」のとらえ方と教育学習論―

　１．「個人」の「学び」を考える



　２．「社会的個人」として捉えるー「社会参加」を考える上での基本視角ー





　３．社会教育・生涯学習のリアリティを考える





Ⅴ　結び



〈注〉



子どもの「仕事」観の形成に関する一考察
－作文コンクール「しんじゅく・わたしの街　働く人・地域の仕事
 ・家族の仕事」にみられる「仕事」イメージ－

高橋　平徳（早稲田大学大学院）　　　　　　　　
阿比留久美（横浜国立大学・非常勤）　　　　　　
深作　拓郎（弘前大学生涯学習教育研究センター）

１.はじめに

　



２．先行研究「子どもと仕事－子どもの仕事とキャリア教育の間」

（１）キャリア教育



（２）子どもの仕事

3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3



（３）「子どもの仕事」と「キャリア教育」の間

（４）「子どもと仕事」の描かれ方

ⅰ）学年の進行と将来像の現実化・多様化

ⅱ）仕事イメージにおける強いジェンダー差



ⅲ）先行研究の視点の立て方－個人的要因の重視と環境的要因の軽視

ⅳ）子どもの考える「仕事」とはなにか

３．分析対象の概要と分析の方法

（１）分析対象の概要



表1　分析作文数

（２）分析の方法



表2　要素分類の例

４．分析

（１）全体段階
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図１　全体段階

表3　全体段階要素複合的の内訳
3年生男子 3年生女子 4年生男子 4年生女子 5年生男子 5年生女子 6年生男子 6年生女子
①③ 2 ①④ 15 ①③ 5 ①② 1 ①③ 6 ①③ 9 ①③ 9 ①③ 4
①④ 25 ③④ 3 ①③④ 2 ①③ 9 ①④ 15 ①④ 11 ①④ 10 ①④ 9
③④ 6 ④⑤ 1 ①④ 38 ①④ 25 ②④ 1 ①⑤ 1 ②③ 1 ①⑤ 1
④⑤ 2 ①④⑤ 1 ③④ 4 ②③ 1 ③④ 3 ②③ 1 ③④ 3 ②③ 1

④⑤ 1 ②④ 4 ④⑤ 4 ③④ 2 ③⑤ 3 ③④ 1
③④ 5 ③⑤ 1 ①②③ 1 ④⑤ 2
①②③ 1 ④⑤ 1 ①③④ 1 ①②④ 1

①②③ 1 ①③⑤ 1 ①③④ 1
①④⑤ 1

合計 35 合計 20 合計 50 合計 45 合計 29 合計 28 合計 29 合計 20



（２）家族から垣間見えること
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図２　家族段階



（３）「仕事」における母親に関する記述

表4　家族段階要素複合的の内訳

表5　母親について記述のある作文数

3年生男子 3年生女子 4年生男子 4年生女子 5年生男子 5年生女子 6年生男子 6年生女子
①⑦ 1 ②⑥ 2 ①⑧ 1 ①④ 1 ①④ 1 ①④ 1 ②⑪ 4 ②⑥ 1
②④ 1 ②⑨ 2 ②④ 1 ①⑪ 1 ①⑥ 1 ①⑪ 1 ③⑩ 1 ②⑪ 3
②⑤ 4 ②⑪ 2 ②⑥ 1 ②⑤ 1 ②⑪ 2 ②⑪ 2 ③⑪ 2 ③⑤ 2
②⑪ 1 ③⑤ 3 ②⑪ 11 ②⑥ 1 ②④ 1 ③⑤ 1 ③④ 2 ③⑦ 1
③④ 2 ③⑦ 2 ③④ 1 ②⑪ 6 ②⑤ 1 ③⑧ 1 ③⑤ 1 ③⑧ 2
③⑥ 5 ③⑧ 1 ③⑤ 2 ③⑤ 1 ②⑥ 2 ③⑪ 2 ③⑥ 2 ③⑨ 1
③⑧ 1 ③⑩ 3 ③⑦ 1 ③⑧ 2 ③⑪ 4 ②⑦⑪ 1 ③⑦ 3 ③⑪ 4
③⑩ 2 ②⑧⑪ 1 ③⑪ 1 ③⑪ 5 ③⑤ 1 ③⑤⑩ 1 ③⑧ 2 ②④⑩ 1
①③⑦ 1 ③④⑦⑪ 1 ②⑦⑪ 1 ⑤⑪ 1 ③⑥ 3

　 　

①④⑩ 1 ②⑤⑨ 1
②⑤⑦ 1 ③④⑧ 1 ③⑨⑪ 1 ③④⑥ 1 ③⑧ 1 ③⑦⑪ 1 ②⑥⑩ 1
②⑤⑧⑪ 1 ③⑦⑧⑪ 1 不明 1 ③⑥⑪ 1 ②⑥⑪ 2 ③⑨⑪ 1 ③⑥⑧ 1
③⑤⑦ 1 ③⑨⑪ 1

　 　
不明 1 ②⑧⑪ 1

　 　
③⑦⑪ 1

③⑧⑪ 3
　 　 　 　

③⑦⑪ 1 ③⑨⑪ 1
　 　 　 　 不明 1
合計 24 合計 20 合計 22 合計 22 合計 21 合計 10 合計 20 合計 21
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（４）　賃労働・無賃労働

図３　母親段階
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図4　賃労働・無賃労働

図5　賃労働・無賃労働（地域のみ）



５　本研究のまとめ







田子地域連携型中高一貫教育の成果と課題

友　田　博　文

はじめに

　



１　連携型中高一貫教育導入の経緯

　（1）国の中高一貫教育導入の経緯



（2）青森県における中高一貫教育導入の経緯

（3）中高一貫教育に対する地域の期待



２　田子地域連携型中高一貫教育の成果

（1）連携型中高一貫教育校の入学者選抜及び入学者数の推移
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　図1　青森県立田子高等学校入学者数の推移（青森県立田子高等学校要覧）

（2）連携型中高一貫教育の実施体制・整備

（3）生徒間の連携による成果



（4）教員間の連携による成果

（5）学校間の連携による成果   

（6）中高の教育課程編成上の成果



 （7）小・中・高が連携した教育の成果

（8）地域と連携した教育の成果

（9）学力向上面の成果
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図2　国公立大学・私立大学合格者数（青森県立田子高等学校進路指導資料）

（10）生徒指導上の成果

３　中高一貫教育の当面する諸課題

（1）急速に進む人口減少、少子化への対応
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図3　田子町の年少人口の推移（昭和35年～平成20年国勢調査結果）

（2）当面する諸課題



（3）連携型中高一貫教育の将来の展望

おわりに



参考資料　



Ⅱ．事　業　報　告



2009年度事業を振り返って

生涯学習教育研究センター　　　
藤　田　昇　治

１．平成21年度からの新たな条件の下で

２．センター事業を振り返って ―個人としての視点から―



2009年度事業を振り返って

生涯学習教育研究センター講師　　　
深　作　拓　郎



１．生涯学習教育研究センター主催・共催事業

（1）公開講座

公開講座
ピアノ指導者のためのブラッ
シュアップ講座

浅　野　　　清

公開講座
日本のうたを歌おう

杉　原　かおり

公開講座
心と病

高　橋　恵　子

豊　嶋　秋　彦

栗　林　理　人

佐　藤　　　研



公開講座
地域と自分を捉えなおす

檜　槇　　　貢

中　村　典　雄

作　道　信　介

増　田　貴　人

佐　藤　和　之

大　河　　　浩

藤　田　昇　治

赤　田　辰　治

公開講座
子どもの育ちと地域社会

深　作　拓　郎

小　林　央　美

公開講座
ヨーロッパの歴史と文化

足　立　　　孝

今　井　民　子

宮　坂　　　朋



公開講座
健康な生活をめざして

大　熊　洋　揮

戸　塚　　　学

（2）講演会・セミナー等

津軽・美・人プロジェクト第１弾
シンポジウム
「津軽の美と人を考える」 
～健康で美しくいられるために
弘前大学は挑戦します～

加　藤　陽　治

津　田　純　佳

深　作　拓　郎

生涯学習講演会
介護とリハビリ
～身につけておきたい
　　　　　　　　知識と技能～

赤　池　あらた



特別講演会
太宰作品の翻訳と表現

J.N.ウェスタホーベン

長谷川　孝　治

鎌　田　紳　爾

生涯学習連続講演会
明日の教育を考える

秋　田　敏　博

羽　渕　一　代

生涯学習プチ・ゼミナール
子どもの育ちを考える

深　作　拓　郎



第９回　弘前大学総合文化祭
『知の創造』企画
生活をもっと彩り良くするには
…大切なのは学習とネットワー
クです

庄　司　輝　昭

藤　田　昇　治

生涯学習連続講演会
教育問題をともに考える

深　作　拓　郎

佐　藤　光　毅

藤　田　昇　治

大学－地域連携セミナー

藤　田　昇　治

託児付生涯学習特別講座
子どもの育ちと親の育ち

深　作　拓　郎

増　田　貴　人



生涯学習連続講演会
子どもの学び・大人の学び

長　﨑　秀　昭

藤　田　昇　治

生涯学習講演会
障害や病気をもつ子の親の思い
から医療と健康のあり方を考え
る

北　宮　千　秋

稲わら活用講演会
～稲わら活用の可能性～

檜　槇　　　貢

津軽地域活性化シンポジウム
つながる津軽・つなげる想い
～地域と行政の隙間をうめる～

岡　崎　昌　之

斉　藤　　　睦



中　澤　俔　志

檜　槇　　　貢

（3）受託事業

あおもりツーリズム人づくり大
学「はやて」

森　　　樹　男

北　本　由　紀

中　谷　敏　右

倉　田　和　恵

佐　藤　大　介

長谷川　成　一

川　村　祐　一

金　谷　俊　樹



柳　沢　　　泉

森　崎　鉄　郎

5,000

10,000

15,000

（4）研修等

平成21年度第１回公民館関係職
員研修会

藤　田　昇　治

藤　田　公仁子

子育て支援NPO活動者研修
IN　弘前
子どもを真ん中に
～思いをつなげて～



（5）新聞記事・写真





○公開講座・講演会



○テレビ会議システムを利用した講演会

○あおもりツーリズム人づくり大学「はやて」



ａ　平成21年度　生涯学習教育研究センター事業共通アンケート集計結果
　　有効回答票数　554票

（6）アンケート集計結果
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○あおもりツーリズム人づくり大学「はやて」公開講座

○公開講座「ピアノ指導者のためのブラッシュアップ講座」

○公開講座「日本のうたを歌おう」

○公開講座「心と病」（三沢市）

ｂ　受講生からのメッセージ



○公開講座「地域と自分を捉えなおす」（つがる市）



○特別講演会「太宰作品の翻訳と表現」

○生涯学習連続講演会「明日の教育を考える」

○生涯学習連続講演会「教育問題をともに考える」（大間町）



○公開講座「子どもの育ちと地域社会」

○託児付生涯学習特別講座「子どもの育ちと大人の育ち」

○公開講座「ヨーロッパの歴史と文化」



○公開講座「健康な生活をめざして」（鶴田町）



○生涯学習連続講演会「子どもの学び・大人の学び」（風間浦村）

○生涯学習講演会「障害や病気をもつ子の親の思いから医療と健康のあり方を考える」

○生涯学習プチ・ゼミナール「子どもの育ちを考える」

○稲わら活用講演会（青森市）



Ｃ．今後希望するテーマや内容、当センターへの要望等

○あおもりツーリズム人づくり大学「はやて」公開講座

○公開講座「ピアノ指導者のためのブラッシュアップ講座」

○公開講座「日本のうたを歌おう」

○特別講演会「太宰作品の翻訳と表現」

○公開講座「地域と自分を捉えなおす」（つがる市）



○生涯学習連続講座「明日の教育を考える」

○生涯学習連続講演会「教育問題をともに考える」（大間町）

○公開講座「子どもの育ちと地域社会」

○託児付生涯学習特別講座「子どもの育ちと親の育ち」



○公開講座「ヨーロッパの歴史と文化」

○公開講座「健康な生活をめざして」（鶴田町）



○生涯学習連続講座「子どもの学び・大人の学び」（風間浦村）

○生涯学習講演会「障害や病気をもつ子の親の思いから医療と健康のあり方を考える」

○生涯学習プチ・ゼミナール「子どもの育ちを考える」

○稲わら活用講演会（青森市）

○公開講座「心と病」（三沢市）





２．学部・大学院等の主催事業など

（1）人文学部

連続講演会・シンポジウム
裁判員制度と世界の司法動向
－市民の司法参加の意義を考える－
第1回　企画概要とアメリカの
陪審制度

飯　　　考　行

平　野　　　潔

丸　田　　　隆

連続講演会・シンポジウム
裁判員制度と世界の司法動向
－市民の司法参加の意義を考える－
第２回　市民の司法参加の沿革

利　谷　信　義

戒　能　通　厚

連続講演会・シンポジウム
裁判員制度と世界の司法動向
－市民の司法参加の意義を考える－
第３回　裁判員制度シンポジウム

四　宮　　　啓

四　宮　　　啓

猪　原　　　健

郷　　　政　宏

澁　谷　友　光

鳥谷部　知　子

篠　崎　有　香

飯　　　考　行



連続講演会・シンポジウム
裁判員制度と世界の司法動向
－市民の司法参加の意義を考える－
第4回　中国とロシアの司法
と市民参加

小　嶋　明　美

鈴　木　　　賢

小森田　秋　夫

連続講演会・シンポジウム
裁判員制度と世界の司法動向
－市民の司法参加の意義を考える－
第5回　ヨーロッパの司法と
市民参加

工　藤　美　香

齋　藤　　　哲

モダニズムの先駆者　前川國男
がもとめたもの
～弘前を中心にして～ 松　隈　　　洋

亀ヶ岡文化研究センター特別展
成田彦栄氏考古資料展



津軽学公開講座
汝（なんじ）を愛し、汝を憎む
－太宰治的なものを問う

作　道　信　介　他

第1回ミニフォーラム
地域社会への提言

3･4年生　６名

第５回ビジネス講座
地域産業の活性化と雇用創出
―地域の活性化と障がい者の
雇用について― 苫米地　義　之



日本・フィンランド国際セミナー
―教育・研究の国際化と地域活性

への大学の役割―
（兼第６回フォーラム）

サミ・ペトリ・クルキ

トルスティ・タパニ
・ヒュー・リュライネン

カーリナ・スサンナ・レイニ

ティモ・マティアス・
スータリ

ヘイッキー・マキパー

高　瀬　　　愛

第７回雇用政策
　　　研究センターフォーラム
日本と韓国の地域活性化と
雇用政策

嚴　昌玉

金　榮鐡

魯　洸旭

朴　相雨



（2）教育学部

「スティールパンづくり」

冨　田　　　晃

「青森平野はどのような平野か」

鎌　田　耕太郎

「ニセ科学を見抜くために」

長　南　幸　安



（3）大学院医学研究科

公開講座
「緩和ケア」

佐　藤　哲　観

菊　池　淳　宏

青　木　昌　彦

平成21年度弘前大学大学院医学
研究科公開講座「健康・医療講
演会」

畑　中　光　昭

大　熊　洋　揮



（4）大学院保健学研究科

公開講座
「メタボリック症候群の予防と
改善のための1日健康教室」 山　辺　英　彰

野　田　美保子

井　瀧　千恵子

原　田　智　美

赤　池　あらた
藤　田　俊　文

2,500

弘前大学総合文化祭「知の創造」
市民講座
「がん遠隔病理診断の最先端
　～がん医療の地域間格差是正
　　に向けて～」

佐　藤　達　資

保健学研究科FD講演会
「問題解決型学習法（PBL:
　Problembasedlearning）
　の実践」

濱　田　輝　一



セミナー
「がんプロフェッショナル養成
プランによるがんのリハビリ
テーション実践セミナー　in　
弘前」

高　倉　保　幸

坂　井　雅　幸

國　澤　洋　介

吉　原　広　和

大学院活性化講演会
「大学院における実践研究

　－方法と課題－」 紙　屋　克　子

「細胞検査士教育研究高度化シ
ンポジウム～がんの早期発見を
めざす細胞診～」 渡　辺　　　純

森　　　一　郎

佐々木　常　雄



奥　沢　悦　子

安　保　淳　一

三　浦　弘　守

南　條　　　博

鷲　谷　清　忠

シンポジウム
「第１回脳卒中保健学シンポジ
ウム脳卒中保健学の新興
　専門職種の連携のありかた」 中　路　重　之

若　林　孝　一

福　田　道　隆

澤　谷　悦　子

佐　藤　誠　剛

藤　原　健　一



国際会議
「International Conference 
on Cytogenetic biodosimetry 
and Network in Hirosaki 
University（染色体線量評価
及びネットワーク国際会議 in
弘前大学）」

田　中　公　夫

児　玉　喜　明

　Horst　Romm

　Ruth C. Wilkins

　Gordon K.
　Livingston

William F. 
Blakely

生体応答科学研究セミナー
「放射線照射によるマウスの適
応応答とinvivoでの造血サイ
トカイニン応答」

大　塚　健　介

「大学院における専門資格取得
の功罪」

　広岡　保明



（5）医学部附属病院

看護部公開講座
がん化学療法の看護

粟　津　朱　美

看護部公開講座
褥瘡のケア

古　川　真佐子

看護部公開講座
救急看護

成　田　亜紀子
山　内　真　弓

看護部公開講座
呼吸管理とケア

奈　良　順　子



看護部公開講座
糖尿病看護

桜　庭　咲　子

第３回弘大病院がん診療市民公
開講座
「がんと共に生きる」

佐　藤　哲　観

浅　利　三和子

（6）大学院理工学研究科

公開講座
「夏休みの数学２００９」

榊　　　　　真

中　里　　　博



化学への招待
弘前大学一日体験化学教室

橋　本　　　勝

川　上　　　淳

糠　塚　いそし

鷺　坂　将　伸

澤　田　英　夫

長　岐　正　彦

森　崎　真奈美

楽しい科学

サイエンスへの招待



日本化学会
青森地区講演会

「大学と地域の交流を
　深める化学プラザ」

上　田　　　実

花　松　憲　光

瀧　宮　和　男

（7）農学生命科学部

公開講座
食と健康・不健康

戸　羽　隆　宏

前　多　隼　人

橋　本　　　勝

高　田　　　晃



ひらめき☆ときめき　サイエン
ス～ようこそ大学の研究室へ～
KAKENHI（研究成果の社会
還元・普及事業）

園　木　和　典

ひらめき☆ときめき　サイエン
ス～ようこそ大学の研究室へ～
KAKENHI（研究成果の社会
還元・普及事業）

泉　　　　　完

加　藤　　　幸

公開講座
リンゴを科学する

神　田　健　策

伊　藤　大　雄

藤　崎　浩　幸

田　中　和　明

塩　崎　雄之輔

青　山　正　和



親子体験学習
触れ合おう、人と自然と農業に

（8）附属図書館

第６回学術講演会

　津　島　園　子

　 安　藤　　　宏

（9）総合情報処理センター

公開講座
「大改造！！写真で
　ビフォーアフター」
－デジカメ写真を編集しよう－ 佐　藤　友　暁



Ⅲ．センター関連規則等



1．センター関連規則

第 1条

第 2条

第 3条

第 4条

第 5条

第 6条

第 7条



第 8条

第 9条

第10条

　　　附　則

　　　附　則

　　　附則

　　　附則

　　　附則



第 1条

第 2条

第 3条

第 4条

第 5条

第 6条

第 7条

第 8条



第 9条

第10条

　　　附　則

　　　附　則

　　　附　則

　　　附　則

　　　附　則



2．機構・組織



3．地図・連絡先

弘前大学生涯学習教育研究センター

分室（医学部コミュニケーションセンター）

　文京町地区

　本町地区

正門

駐車場

駐車場

多目的広場

テニス
コート

実験
圃場

文京町

駐車場

①③

②

⑥ ⑦
④

⑤
⑧ ⑨

⑩
⑪

⑫

⑬ ⑭

⑮

⑯ ⑰ ⑲

⑳
㉑

⑱ ㉒ ㉓

㉔

㉕

⑭

①案内所（守衛所）　　　　②事務所　　　　　　　　　　　③旧制弘前高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外国人教師館
④保健管理センター　　　⑤創立50周年記念会館　　　　　⑥総合教育棟
⑦人文学部校舎　　　　　⑧附属図書館　　　　　　　　　⑨学生食堂
⑩大学会館　　　　　　　⑪合宿所及びサークル共用施設　⑫教育学部校舎
⑬教育学部附属　　　　　⑭第一体育館　　　　　　　　　⑮弓道場
　教育実践総合センター
⑯地震火山観測所　　　　⑰総合情報処理センター　　　　⑱理工学部１号館
⑲遺伝子実験施設　　　　⑳附属コラボレーションセンター
㉑創立60周年記念会館　　㉒理工学部２号館　　　　　　　㉓農学生命科学部校舎
　コラボ弘大
㉔第二体育館　　　　　　㉕武道館

生涯学習教育研究センター

⑭

⑮

⑯

⑩

⑰
⑬
㉑

⑲

⑪

⑫

⑳

⑨

⑧

①

②

③

⑤

⑱

④

⑥

⑦
㉒

正門正門

正門

野　球　場医学部

駐　車　場

本　町

①医学部研究科　　　　　　②附属図書館医学部分館　③基礎講義棟
④附属動物実験施設　　　　⑤附属脳神経血管　　　　
　アイソトープ総合実験室　　病態研究施設
⑦臨床研究棟　　　　　　　⑧臨床講義棟　　　　　　⑨エネルギーセンター
⑩中央診療棟　　　　　　　⑪第二病棟　　　　　　　⑫第一病棟
⑬一般管理棟　　　　　　　⑭保健学研究科　　　　　⑮総合研究棟
⑯体育館　　　　　　　　　⑰医学部会館　　　　　　⑱本町地区共同利用施設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（附属高度先進医学研究センター）
⑲立体駐車場　　　　　　　⑳外来診療棟　　　　　　㉑ひろだい保育園
㉒高度救命救急センター

⑥医学部コミュニケーションセンター
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